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8.12 生態系 

地域の生態系を把握するため、生態系の構造、地域を特徴づける生態系の注目種の生態な

どを調査対象項目とし、地域の生態系に関する様々な側面を整理した。 

調査項目ごとの調査概要を表 8.12-1 に示す。 

調査は、学識経験者の指導を受けながら実施した。学識経験者の指導内容については資料

編に示した。 

 

表 8.12-1 生態系の調査概要 

項目 調査方法 調査範囲・調査地点 調査頻度・時期等

生態系の構造、環境の類

型区分、食物連鎖の状況

地域を特徴づける生態系

の注目種の生態、他の動

植物との関係及び生息・

生育環境の状況 

動植物の現地調査およ

び種の生態に関する文

献等の情報収集並びに

当該情報の整理及び解

析 

対象事業実施区域及びその周

辺約250mの範囲 

陸生動植物調査等

に準じる。 
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8.12.1 現 況 

(1) 調査項目 

・生態系の構造、環境の類型区分、食物連鎖の状況 

・地域を特徴づける生態系の注目種の生態、他の動植物との関係及び生息・生育環境

の状況 

 

(2) 調査手法及び調査時期 

陸生動物、陸生植物及び水生生物の現地調査結果の整理、ならびに生物種の生態に関

する既存文献等の収集・整理から生態系の構造等をとりまとめた。 

調査時期は、陸生動物、陸生植物及び水生生物の調査期間と同じである。 

調査は、学識経験者の指導を受けながら実施した。学識経験者の指導内容については

資料編に示した。 

 

(3) 調査範囲及びとりまとめ範囲 

調査範囲及び調査地点は、陸生動物、陸生植物及び水生生物と同じである。 

また、生態系のとりまとめ範囲は、対象事業実施区域から約250mの範囲を含む範囲を

基本とするが、生物の生活環、生物間の交流等を配慮して八手俣川や周辺の農耕地など

の地域も考慮した。 
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(4) 調査結果 

1) 生態系の構造、環境の類型区分、食物連鎖の状況 

対象事業実施区域及びその周辺の環境を植生図と地形図を重ね合わせ環境類型区分を

行った。対象事業実施区域及びその周辺の環境類型区分は表8.12.1-1及び図8.12.1-1に

示すとおりである。 

調査範囲の環境は植生と地形から樹林環境、伐採跡地環境、湿地環境、里地環境、河

川環境、渓流環境に区分される。環境区分の占める割合は、対象事業実施区域では樹林

環境が93.6％、湿地環境4.5％、伐採跡地環境1.8％であるのに対して、周辺地域では、

樹林環境93.6％、里地環境4.5％、伐採跡地環境1.3％であり、対象事業実施区域及びそ

の周辺では樹林環境が最も多く占めていることが特徴である。樹林環境の対象事業実施

区域の環境類型区分を見ると山地-植林が占める割合が76.8％と最も多く、次いで山地-

二次林が16.5％であった。この傾向は対象事業実施区域周辺でも山地-植林が87.3％、山

地-二次林が4.6％と同様の傾向であった。 

次に対象事業実施区域では、湿地環境が4.5％占めるが、対象事業実施区域では里地環

境が4.4％を占めている。また、対象事業実施区域には高山川や角原川などの渓流環境が

あるが、周辺に八手俣川が河川環境を形成している。 

環境現地調査結果より推定される食物連鎖は図8.12.1-2に示すとおりである。クマタ

カ、サシバ、フクロウなどの高次消費者を頂点とした樹林地の生態系が想定される。 

図 8.12.1-2 生態系の概要 
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表 8.12.1-1 環境類型区分と生態系 

対象事業実施区域 周辺 
区
分 

環境類型区分 植生等 
面積(ha) 優占率（％） 面積(ha) 優占率（％）

山地-二次林 

アラカシ群落、コナラ群
落、アカメガシワ群落、ア
カマツ群落 

6.61 16.5 6.15 4.6

山地-植林 
スギ・ヒノキ植林、テー
ダマツ植林 30.83 76.8 117.91 87.3

山地-竹林 竹林 0.07 0.2 

段丘-竹林 竹林 - - 
2.32 1.7

樹
林
環
境 

 計 37.51 93.5 126.38 93.6

山地-二次草原 

伐採跡地群落、ネザサ群落

0.71 1.8 1.72 1.3
伐
採
跡
地 

環
境 

 計 0.71 1.8 1.72 1.3

谷底平野－二次草原 湿性草本群落 1.82 4.5 0.3 0.2湿
地

環
境 計 1.82 4.5 0.3 0.2

段丘-自然草源 ツルヨシ群落 - - 0.9 0.7

段丘-二次草原 
ヨシ群落、メダケ群落、ネ
ザサ群落、ススキ群落、路
傍・空地雑草群落 

- - 1.37 1

段丘-耕作地 
果樹園、茶畑、水田雑草群
落、放棄水田雑草群落、畑
雑草群落 

- - 1.08 0.8

人工構造物等 住宅地道路等 0.09 0.2 2.59 1.9

里
地
環
境 

 計 0.09 0.2 5.94 4.4

河
川

環
境

八手俣川 付着藻類 - - 0.71 0.5

高山川 付着藻類 僅か - - - 渓
流

環
境角原川及び支川 付着藻類 僅か - - - 

合  計 40.13 100.0 135.05 100.0 

注）植生区分の太文字は対象事業実施区域内に分布する植生を示す 
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図 8.12.1-1 環境類型区分図
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2) 地域を特徴づける生態系の種類、構造、分布状況 

各環境区分の環境類型区分は前節で整理したとおりである。樹林環境は山地-二次林、

山地-植林、山地-竹林、段丘-竹林の5区分、伐採跡地環境は山地-二次草原の1区分、湿

地環境は谷底平野-二次草原の1区分、里地環境は段丘-自然草原、段丘-二次草原、段丘-

耕作地、人口構造物の4区分のほか、河川環境の八手俣川、渓流環境の高山川、角原川及

び支川に分類された。 

これらの区分毎の代表的な動植物について整理した結果は表8.12.1-2に示すとおりで

ある。対象事業実施区域及びその周辺で最も多い面積の山地-植林を中心に他の区分の生

息環境が分布する。陸域の環境類型区分はいずれも人為的に維持され形成されたもので

ある。山地‐植林が伐採により山地-二次草原が形成され、その後山地-二次草原に遷移

する。また、水域の八手俣川や角原川や支川も同様に水源は周辺の樹林に涵養されるこ

とから樹林環境との関連が強い。これらの環境類型区分は里地環境の人為的な管理によ

り維持されるなど相互に関連して生態系を形成している。 

以上の結果から当該地域の地域を特徴づける生態系の種類は「里山生態系」と判断さ

れる。表8.12.1-2をもとに当該地域の里山生態系の模式図を図8.12.1-3に示し、食物連

鎖の模式図を図8.12.1-4に示す。 

図 8.12.1-3 里山生態系模式図 
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表 8.12.1-2(1) 各環境類型区分と基盤環境・植生の詳細 

環境区分 樹林環境 伐採跡地環境 湿地環境 里地環境 河川環境 渓流環境 

環境類型 
区分 

山地 
-二次林 

山地 
-植林 

山地 
-二次草原

谷底平野 
－二次草原 

段丘 
-自然草源

段丘 
-二次草原 

段丘 
-耕作地 

人工構造物
等 

八手俣川 高山川 角原川 

植物群落 

ｱﾗｶｼ群落 
ｺﾅﾗ群落 
ｱｶﾒｶﾞｼﾜ群落 
ｱｶﾏﾂ群落 

ｽｷﾞ･ﾋﾉｷ植林 
ﾃｰﾀﾞﾏﾂ植林 
竹林 

伐採跡地群
落 

湿地草本群落 ﾂﾙﾖｼ群落 ﾖｼ群落､ｽｽｷ群
落､路傍･空地
群落､ﾒﾀﾞｹ群
落､ﾈｻﾞｻ群落 

果樹園、茶畑、
水田雑草群
落、放棄水田
雑草群落、畑
雑草群落 

住宅地道路
等 

- - - 

植物 

ｱﾗｶｼ､ｺﾅﾗ､ｱﾍﾞﾏｷ､
ｸﾇｷﾞ､ｿﾖｺﾞ､ｱｶﾒｶﾞ
ｼﾜ､ﾐｽﾞｷ､ﾇﾙﾃﾞ､ｱｶ
ﾏﾂ､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ､ﾔﾏﾂﾂ
ｼﾞ､ｶｽﾐｻﾞｸﾗ､ｺｳﾔ
ﾎﾞｳｷ､ﾔﾏｳﾙｼ､ｳﾘｶｴ
ﾃﾞ､ｺｼﾀﾞ､ｲﾁﾔｸｿｳ､
ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ 

ﾋﾉｷ､ｽｷﾞ､ﾃｰﾀﾞﾏﾂ､ﾓｳｿｳ
ﾁｸ､ｱｾﾋﾞ､ﾋｻｶｷ､ﾁｬﾉｷ､ｱ
ﾗｶｼ､ﾌﾕｲﾁｺﾞ､ﾃｲｶｶｽﾞﾗ､
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ､ｼｹﾁｼﾀﾞ､ｷﾖｽ
ﾐﾋﾒﾜﾗﾋﾞ､ｲﾉﾃﾞﾓﾄﾞｷ､ｳﾗ
ｼﾞﾛ､ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 

ｸﾏｲﾁｺﾞ､ｸｻ
ｷﾞ､ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐ
ｼﾞｲﾁｺﾞ､ﾀﾗﾉ
ｷ､ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ､
ﾀｹﾆｸﾞｻ､ﾊﾀﾞ
ｶﾎｵｽﾞｷ､ｵﾆﾀ
ﾋﾞﾗｺ 

ﾆｯﾎﾟﾝｲﾇﾉﾋｹﾞ､
ﾐｽﾞﾊｺﾍﾞ､ｵｵﾊﾘ
ｲ､ｼﾗｹﾞﾋﾒｼﾞｿ､
ｷｾﾙｱｻﾞﾐ､ｱｾﾞｽ
ｹﾞ､ﾁｺﾞｻﾞｻ､ﾏﾂ
ﾊﾞｽｹﾞ､ｱｶﾊﾞﾅ､
ｾﾘ､ﾔﾉﾈｸﾞｻ､ｷﾂ
ﾈﾉﾎﾞﾀﾝ､ﾐｿﾞｿ
ﾊﾞ 

ﾂﾙﾖｼ､ｾｲﾀｶｱ
ﾜﾀﾞﾁｿｳ､ﾖﾓ
ｷﾞ､ﾐｿﾞｿﾊﾞ 

ｽｽｷ､ﾖｼ､ﾈｻﾞｻ､
ﾒﾀﾞｹ､ｳﾘｸｻ､ﾄｷ
ﾝｿｳ､ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞ
ﾁｿｳ､ｵﾄｺｴｼ､ﾒﾘ
ｹﾝｶﾙｶﾔ､ﾔﾊｽﾞｿ
ｳ､ﾆﾜﾎｺﾘ､ｲﾇｶﾞ
ﾗｼ 

ﾐｿﾞｶｸｼ､ｷﾝｴﾉｺ
ﾛ､ｲﾇｺｳｼﾞｭ､ﾒﾋ
ｼﾊﾞ､ｴﾉｷｸﾞｻ 
※以下栽培種
ｳﾒ､ｸﾘ､ｶｷ､ﾁｬﾉ
ｷ､ｲﾈ､野菜 

ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ､ｲﾇ
ﾏｷ 

- - - 

哺乳類 

ﾆﾎﾝﾘｽ､ﾉｳｻｷﾞ､ﾀﾇ
ｷ､ﾃﾝ､ｲﾀﾁ属 sp､ﾆﾎ
ﾝｲﾉｼｼ､ﾆﾎﾝｼﾞｶ 

ｺｳﾍﾞﾓｸﾞﾗ､ﾋﾒﾈｽﾞﾐ､ﾆﾎﾝ
ﾘｽ､ﾑｻｻﾋﾞ､ﾉｳｻｷﾞ､ﾀﾇｷ､
ﾃﾝ､ｲﾀﾁ属 sp､ｱﾅｸﾞﾏ､ｱ
ﾗｲｸﾞﾏ､ﾆﾎﾝｲﾉｼｼ､ﾆﾎﾝｼﾞ
ｶ､ｶﾓｼｶ 

ｱｶﾈｽﾞﾐ､ｶﾔﾈ
ｽﾞﾐ､ﾉｳｻｷﾞ､
ﾃﾝ､ﾆﾎﾝｼﾞｶ 

ﾉｳｻｷﾞ､ﾆﾎﾝｻﾞ
ﾙ､ﾀﾇｷ､ｲﾀﾁ属
sp､ｱﾅｸﾞﾏ､ｱﾗｲ
ｸﾞﾏ､ﾆﾎﾝｲﾉｼｼ､
ﾆﾎﾝｼﾞｶ､ｶﾓｼｶ 

ｶﾔﾈｽﾞﾐ､ﾆﾎﾝ
ｲﾉｼｼ､ﾆﾎﾝｼﾞ
ｶ 

ｶﾔﾈｽﾞﾐ､ﾆﾎﾝｲﾉ
ｼｼ､ﾆﾎﾝｼﾞｶ 

ﾀﾇｷ､ﾆﾎﾝｲﾉｼｼ､
ﾆﾎﾝｼﾞｶ 

ﾀﾇｷ､ｷﾂﾈ､ﾃ
ﾝ､ｲﾀﾁ属 sp､
ﾆﾎﾝｼﾞｶ 

- - - 

鳥類 

ﾄﾋﾞ､ｸﾏﾀｶ､ｷｼﾞﾊﾞ
ﾄ､ｱｵﾊﾞﾄ､ｺｼﾞｭｹｲ､
ﾔﾏﾄﾞﾘ､ｱｵｹﾞﾗ､ｺｹﾞ
ﾗ､ﾋﾖﾄﾞﾘ､ｴﾅｶﾞ､ﾋ
ｶﾞﾗ､ﾔﾏｶﾞﾗ､ｼｼﾞｭｳ
ｶﾗ､ｷﾊﾞｼﾘ､ﾒｼﾞﾛ､ｲ
ｶﾙ､ｶｹｽ､ｶﾗｽ類 
ｻｼﾊﾞ(夏)､ｷﾋﾞﾀｷ
(夏) 
ﾊｲﾀｶ(冬)､ｱﾘｽｲ
(冬)､ﾏﾋﾜ(冬) 

ﾄﾋﾞ､ｸﾏﾀｶ､ﾂﾐ､ｷｼﾞﾊﾞﾄ､
ｱｵﾊﾞﾄ､ｺｼﾞｭｹｲ､ﾔﾏﾄﾞﾘ､
ｵｵｱｶｹﾞﾗ､ｺｹﾞﾗ､ﾌｸﾛｳ､ﾋ
ﾖﾄﾞﾘ､ﾐｿｻｻﾞｲ､ﾄﾗﾂｸﾞﾐ､
ｴﾅｶﾞ､ﾋｶﾞﾗ､ﾔﾏｶﾞﾗ､ｼｼﾞ
ｭｳｶﾗ､ｷﾊﾞｼﾘ､ﾒｼﾞﾛ､ｶｹ
ｽ､ｶﾗｽ類 
ｻｼﾊﾞ(夏)､ﾖﾀｶ(夏)､ﾂﾂ
ﾄﾞﾘ(夏)､ｸﾛﾂｸﾞﾐ(夏)､
ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ(夏) 
ﾊｲﾀｶ(冬)､ｱｶﾊﾗ(冬)､ｼ
ﾛﾊﾗ(冬)､ｱｵｼﾞ(冬)､ｸﾛ
ｼﾞ(冬)､ﾏﾋﾜ(冬) 

ﾄﾋﾞ､ｸﾏﾀｶ､ｷ
ｼﾞﾊﾞﾄ､ﾖﾀｶ､
ｺｹﾞﾗ､ﾋﾖﾄﾞ
ﾘ､ｳｸﾞｲｽ､ﾋ
ｶﾞﾗ､ﾒｼﾞﾛ､ｶ
ｹｽ 
ｻｼﾊﾞ(夏)､ﾖ
ﾀｶ(夏) 
ｱｶﾊﾗ(冬) 

ｸﾏﾀｶ､ﾔﾏﾄﾞﾘ､ﾄ
ﾗﾂｸﾞﾐ､ﾎｵｼﾞﾛ､
ｶｼﾗﾀﾞｶ､ｶｹｽ 
ｻｼﾊﾞ(夏) 
ｶｼﾗﾀﾞｶ(冬) 

ｷｼﾞ､ｾｸﾞﾛｾｷ
ﾚｲ､ﾐｿｻｻﾞｲ､
ｴﾅｶﾞ､ｼｼﾞｭｳ
ｶﾗ､ﾒｼﾞﾛ 
ﾍﾞﾆﾏｼｺ
(冬)､ｱｵｼﾞ
(冬) 

ｺｼﾞｭｳｹｲ､ﾔﾏﾄﾞ
ﾘ､ﾋﾖﾄﾞﾘ､ｳｸﾞｲ
ｽ､ﾎｵｼﾞﾛ 
ｱｵｼﾞ(冬)､ｸﾛ
ｼﾞ(冬) 

ｱｵｻｷﾞ､ﾄﾋﾞ､ｷ
ｼﾞﾊﾞﾄ､ﾋﾊﾞﾘ､ﾋ
ﾖﾄﾞﾘ､ﾎｵｼﾞﾛ､ｽ
ｽﾞﾒ､ｶﾗｽ類 
ｻｼﾊﾞ(夏)､ﾂﾊﾞ
ﾒ(夏)､ 
ﾊｲﾀｶ(冬)､ﾋﾞﾝ
ｽﾞｲ(冬)､ﾂｸﾞﾐ
(冬)､ｱｵｼﾞ
(冬) 

ﾄﾋﾞ､ｷｼﾞﾊﾞ
ﾄ､ｲﾜﾂﾊﾞﾒ､ｾ
ｸﾞﾛｾｷﾚｲ､ﾋﾖ
ﾄﾞﾘ､ﾓｽﾞ､ﾎｵ
ｼﾞﾛ､ｶﾜﾗﾋﾜ､
ｽｽﾞﾒ､ｶﾗｽ類
ｱｵﾊﾞｽﾞｸ
(夏)､ﾂﾊﾞﾒ
(夏) 
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ
(冬)､ｷﾚﾝｼﾞ
ｬｸ(冬) 

- - - 
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表 8.12.1-2(2) 各環境類型区分と基盤環境・植生の詳細 

環境区分 樹林環境 伐採跡地環境 湿地環境  里地環境 河川環境 渓流環境 

環境類型区分 山地-二次林 山地-植林 山地-二次草原 谷底平野－二次草原 段丘-自然草源 段丘-二次草原 段丘-耕作地 人工構造物等 八手俣川 高山川 角原川 

爬虫類 

ｶﾅﾍﾋﾞ､ｼﾏﾍﾋﾞ､
ﾏﾑｼ 

ﾄｶｹﾞ､ｶﾅﾍ
ﾋﾞ､ｼﾞﾑｸﾞﾘ､
ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ､ﾋ
ﾊﾞｶﾘ､ﾔﾏｶｶﾞ
ｼ､ﾏﾑｼ 

ﾄｶｹﾞ､ｶﾅﾍﾋﾞ､ﾔﾏ
ｶｶﾞｼ 

ｶﾅﾍﾋﾞ､ｼﾏﾍﾋﾞ､ｱｵﾀﾞｲｼ
ｮｳ､ﾔﾏｶｶﾞｼ､ﾏﾑｼ 

ﾄｶｹﾞ､ｶﾅﾍﾋﾞ､ｼﾏ
ﾍﾋﾞ 

ﾄｶｹﾞ､ｶﾅﾍﾋﾞ､ｼﾏ
ﾍﾋﾞ､ｼﾞﾑｸﾞﾘ､ﾔﾏ
ｶｶﾞｼ 

ｼﾏﾍﾋﾞ､ｱｵﾀﾞｲ
ｼｮｳ 

ﾄｶｹﾞ､ｶﾅﾍﾋﾞ､ｼ
ﾛﾏﾀﾞﾗ､ﾋﾊﾞｶﾘ 

ﾆﾎﾝｽｯﾎﾟ
ﾝ､ﾆﾎﾝｲｼ
ｶﾞﾒ 

- - 

両生類 

ﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾀｺﾞｶﾞ
ｴﾙ 

ﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾀｺﾞ
ｶﾞｴﾙ 

ｱﾏｶﾞｴﾙ､ｼｭﾚｰｹﾞ
ﾙｱｵｶﾞｴﾙ 

ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ(繁)､ﾋｷｶﾞｴﾙ
(繁)､ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ､ﾔﾏｱｶ
ｶﾞｴﾙ(繁)､ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵ
ｶﾞｴﾙ(繁) 

ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ､ﾂﾁｶﾞ
ｴﾙ､ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵ
ｶﾞｴﾙ 

ｱﾏｶﾞｴﾙ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ
(繁)､ｱﾏｶﾞｴﾙ
(繁)､ﾀｺﾞｶﾞｴ
ﾙ､ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ
(繁)､ｼｭﾚｰｹﾞ
ﾙｱｵｶﾞｴﾙ(繁)

ｱﾏｶﾞｴﾙ､ﾀｺﾞｶﾞ
ｴﾙ 

ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ
(繁) 

ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ
(繁)､ｶｼﾞ
ｶｶﾞｴﾙ 

ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ
(繁) 

昆虫類 

ｺﾛｷﾞｽ､ｸﾛﾊｻﾐﾑ
ｼ､ｴﾀﾞﾅﾅﾌｼ､ﾊﾙ
ｾﾞﾐ､ﾋｸﾞﾗｼ､ﾇﾉ
ﾋﾞｷｵｻﾑｼ､ﾆｼｵｵ
ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ､ﾐﾔ
ﾏｸﾜｶﾞﾀ､ｶﾌﾞﾄﾑ
ｼ､ｵｵｺﾌｷｺｶﾞﾈ､
ﾉｺｷﾞﾘｶﾐｷﾘ､ｷ
ﾎﾞｼｶﾐｷﾘ､ｱｵｽ
ｼﾞｱｹﾞﾊ､ｴｺﾞｼ
ｷﾞｿﾞｳﾑｼ､ｱｵｽ
ｼﾞｱｹﾞﾊ､ﾑﾗｻｷｼ
ｼﾞﾐ､ﾐｽﾞｲﾛｵﾅ
ｶﾞｼｼﾞﾐ､ﾔﾏﾏﾕ､
ｳﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ､ｵｵｼ
ﾏｶﾗｽﾖﾄｳ 

ﾋｸﾞﾗｼ､ﾁｬﾊﾞ
ﾈｱｵｶﾒﾑｼ､ｸﾛ
ｼﾃﾞﾑｼ､ﾍﾞｯｺ
ｳﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ､
ｸﾁｷｸｼﾋｹﾞﾑ
ｼ､ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ､
ｵｵｽｼﾞｺｶﾞﾈ､
ﾉｺｷﾞﾘｶﾐｷﾘ､
ﾋﾒｽｷﾞｶﾐｷﾘ､
ｺｳﾔﾎｿﾊﾅｶﾐｷ
ﾘ､ﾋﾗｽﾞﾈﾋｹﾞ
ﾎﾞｿｿﾞｳﾑｼ､ｷ
ｲﾁﾋﾞﾋｮｳﾀﾝ
ｿﾞｳﾑｼ､ｽｷﾞﾉ
ｷｴﾀﾞｼｬｸ､ｽ
ｷﾞﾄﾞｸｶﾞ 

ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ､ﾏﾀﾞ
ﾗﾊﾞｯﾀ､ﾆﾜﾊﾝﾐｮ
ｳ､ｵｵｾﾝﾁｺｶﾞﾈ､ｶ
ﾀﾓﾝｺｶﾞﾈ､ﾄﾞｳｶﾞ
ﾈﾂﾔﾊﾑｼ､ﾎｼﾂﾔｾｲ
ﾎﾞｳ､ｵｵｲｼｱﾌﾞ､ｱ
ｵﾒｱﾌﾞ 

ｵﾆﾔﾝﾏ､ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ､ﾋﾒｷﾞ
ｽ､ｴｿﾞｽｽﾞ､ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯ
ﾀ､ｵｵｺｵｲﾑｼ､ﾀｲｺｳﾁ､ﾐ
ｽﾞｶﾏｷﾘ､ﾄｹﾞｻｼｶﾞﾒ､ｳ
ﾃﾞﾜﾕﾐｱｼｻｼｶﾞﾒ､ﾋﾒｸﾛｶ
ﾒﾑｼ､ｸﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ､ｶﾞﾑ
ｼ､ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｺﾞﾓｸﾑｼ､ｺｷ
ﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ､ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞ
ﾀﾙ､ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ､ﾂﾄｶﾞ 

ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ､ｵｵﾏ
ﾙｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ､ｶﾜﾁ
ｺﾞﾐﾑｼ､ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞ
ﾀﾙ､ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ 

ｾｽｼﾞﾂﾕﾑｼ､ｸｻｷ
ﾘ､ﾀｹｳﾝｶ､ﾁｬｲﾛｶ
ﾒﾑｼ､ﾎｿｺﾊﾞﾈﾅｶﾞ
ｶﾒﾑｼ､ｼﾛﾍﾘｶﾒﾑ
ｼ､ﾄﾎｼｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑ
ｼ､ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ､ﾊｺ
ﾍﾞﾀｺｿﾞｳﾑｼ､ｺﾁｬ
ﾊﾞﾈｾｾﾘ､ｸﾛﾋｶ
ｹﾞ､ｼﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ､ｷ
ｼｬﾁﾎｺ 

ｵｵｶﾏｷﾘ､ﾉﾐﾊﾞ
ｯﾀ､ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞ
ﾛｳ､ﾋﾒｶﾞﾑｼ､ｳ
ﾒﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ､ﾋ
ｹﾞｺﾒﾂｷ､ﾍｲｹ
ﾎﾞﾀﾙ､ｵｵﾆｼﾞｭ
ｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ､ｳﾘ
ﾊﾑｼ､ｲﾈﾐｽﾞｿﾞ
ｳﾑｼ､ﾅﾄﾋﾞﾊﾑ
ｼ､ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞ
ｴ､ﾅﾐｱｹﾞﾊ､ﾓﾝ
ｼﾛﾁｮｳ 

ｲﾀﾄﾞﾘﾊﾑｼ､ﾀﾏｱ
ｼﾄﾋﾞﾊﾑｼ､ﾙﾘｼﾞ
ｶﾞﾊﾞﾁ､ｸﾛﾔﾏｱ
ﾘ､ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ､ﾔﾏ
ﾄｼｼﾞﾐ 

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞ
ﾛｳ､ﾌﾀﾊﾞｺ
ｶｹﾞﾛｳ､ﾋﾗ
ﾀｶｹﾞﾛｳ
類､ﾐﾔﾏｶﾜ
ﾄﾝﾎﾞ､ｺｵﾆ
ﾔﾝﾏ､ﾅﾍﾞ
ﾌﾞﾀﾑｼ､ｳﾙ
ﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹ
ﾗ､ﾋｹﾞﾅｶﾞ
ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ 

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞ
ﾛｳ､ﾐﾙﾝﾔﾝ
ﾏ､ｵｼﾞﾛｻﾅ
ｴ､ｵﾆﾔﾝﾏ､
ﾌｻｵﾅｼｶﾜ
ｹﾞﾗ類､ﾄ
ﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛ
ｳ類､ｱｼﾏ
ﾀﾞﾗﾌﾞﾕ
類､ｹﾞﾝｼﾞ
ﾎﾞﾀﾙ 

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛ
ｳ､ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝ
ｶｹﾞﾛｳ､ﾔﾏｻ
ﾅｴ､ｵｼﾞﾛｻﾅ
ｴ､ｵﾆﾔﾝﾏ､ﾌ
ﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ
類､ｵﾅｼｶﾜ
ｹﾞﾗ類､ﾌｻｵ
ﾅｼｶﾜｹﾞﾗ
類､ｳﾙﾏｰｼﾏ
ﾄﾋﾞｹﾗ､ｵｵﾇ
ﾏﾕｽﾘｶ類､ｱ
ｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ
類 

クモ類 

ﾋｼｶﾞﾀｸﾞﾓ､ｷﾝﾖ
ｳｸﾞﾓ､ﾔﾐｲﾛｵﾆ
ｸﾞﾓ､ｷｼﾞﾛｵﾋｷ
ｸﾞﾓ､ﾑﾂﾎﾞｼｵﾆ
ｸﾞﾓ､ﾁｭｳｶﾞﾀｺ
ｶﾞﾈｸﾞﾓ､ｻｶﾞｵﾆ
ｸﾞﾓ､ﾑﾂﾊﾞﾊｴﾄﾘ 

ﾔﾏﾄﾌｸﾛｸﾞﾓ､
ﾑﾅｱｶﾌｸﾛｸﾞ
ﾓ､ｺｹｵﾆｸﾞﾓ､
ｲﾂﾞﾂｸﾞﾓ､ｳ
ﾃﾞﾌﾞﾄﾊｴﾄﾘ 

ﾋﾒｶﾗｽﾊｴﾄﾘ ｲﾅﾀﾞﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ､ｷﾊﾞ
ﾗｺﾓﾘｸﾞﾓ､ｵｵｼﾛｶﾈｸﾞﾓ､
ﾔﾏｼﾞﾄﾞﾖｳｸﾞﾓ､ﾋﾒｱｼﾅ
ｶﾞｸﾞﾓ､ｺﾊﾅｸﾞﾓ､ﾔﾊｽﾞﾊ
ｴﾄﾘ 

ﾔｻｶﾞﾀｼﾅｶﾞｸﾞﾓ､
ﾅｶﾞｺｶﾞﾈｸﾞﾓ､ｵｽ
ｸﾛﾊｴﾄﾘ 

ｸｻｸﾞﾓ､ｱｽﾞﾏｷｼﾀ
ｸﾞﾓ､ｺﾝﾋﾟﾗﾋﾒｸﾞ
ﾓ､ﾄｶﾞﾘｱｼﾅｶﾞｸﾞ
ﾓ､ｷｻﾞﾊｼｵﾆｸﾞﾓ､
ｼﾛｵﾋﾞﾄﾘﾉﾌﾝﾀﾞﾏ
ｼ､ｺｶﾞﾈｸﾞﾓﾀﾞﾏ
ｼ､ﾅｶﾞﾃｵﾆｸﾞﾓ､ﾊ
ﾅｸﾞﾓ 

ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ､ｶｶﾞ
ﾘﾋﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ､ﾋ
ﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ､ｵ
ｵﾄﾘﾉﾌﾝﾀﾞﾏｼ､
ﾈｺｸﾞﾓ 

ｳﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ､ｶ
ﾚﾊﾋﾒｸﾞﾓ､ｵｵﾋﾒ
ｸﾞﾓ､ｺｹﾋﾒｸﾞﾓ､
ｺﾞﾐｸﾞﾓ､ｺｱｼﾀﾞ
ｶｸﾞﾓ､ﾈｺﾊｴﾄﾘ､
ｵｵﾊｴﾄﾘ 

ｲｻｺﾞｺﾓﾘ
ｸﾞﾓ､ 
ｷｼﾍﾞｺﾓﾘ
ｸﾞﾓ 

ｱｵｸﾞﾛﾊｼﾘ
ｸﾞﾓ､ 
ｷｼﾍﾞｺﾓﾘ
ｸﾞﾓ 

ｱｵｸﾞﾛﾊｼﾘ
ｸﾞﾓ 
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表 8.12.1-2(3) 各環境類型区分と基盤環境・植生の詳細 

環境区分 樹林環境 
伐採跡地
環境 

湿地環境  里地環境 河川環境 渓流環境 

環境類型区
分 

山地-二次林 山地-植林 
山地-二次

草原 
谷底平野－二

次草原 
段丘-自
然草源

段丘-二
次草原 

段丘-耕
作地 

人工構造物等 八手俣川 高山川 角原川 

陸産貝類 

ﾐｼﾞﾝﾔﾏﾀﾆｼ､ﾋﾀﾞﾘ
ﾏｷｺﾞﾏｶﾞｲ､ﾆﾎﾝｹｼ
ｶﾞｲ､ﾔｸｼﾏﾋﾒﾍﾞｯｺ
ｳ､ｺﾍﾞｿﾏｲﾏｲ 

ﾔﾏﾀﾆｼ､ﾐｼﾞﾝﾔﾏﾀ
ﾆｼ､ｼｸﾁﾏｲﾏｲ､ﾆｯ
ﾎﾟﾝﾏｲﾏｲ､ｺﾍﾞｿﾏ
ｲﾏｲ 

- ｶﾜﾆﾅ - - - ﾔﾏﾀﾆｼ､ｼｸﾁﾏｲﾏ
ｲ､ｲｾﾉﾐﾅﾐﾏｲﾏｲ 

- - - 

土壌生物 

ﾋﾒﾐﾐｽﾞ類､ｶﾆﾑｼ
類､ﾀﾞﾆ類､ﾔｽﾃﾞ
類､ｺﾑｶﾃﾞ類､ｺｳﾁ
ｭｳ類､ﾊｴ類､ｱﾘ類 

ﾋﾒﾐﾐｽﾞ類､ﾀﾞﾆ
類､ｺﾑｶﾃﾞ類､ｺｳ
ﾁｭｳ類､ﾊｴ類､ｱﾘ
類 

- - - - - - - - - 

魚類 

- - - - - - - - ｽﾅﾔﾂﾒ､ｳﾅｷﾞ､ｱﾏ
ｺﾞ､ｶﾏﾂｶ､ｽﾞﾅｶﾞ
ﾆｺﾞｲ､ｼﾏﾄﾞｼﾞｮ
ｳ､ｱｶｻﾞ､ｱﾕ 

ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ､ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾀｶﾊﾔ､ﾄﾞｼﾞｮｳ､ｶﾜ
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

底生動物 

- - - - - - - - ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ､ｶﾜﾆﾅ､
ｲﾄﾐﾐｽﾞ類､ﾐｽﾞﾑ
ｼ 

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ､ｶﾜﾆﾅ､ｲﾄ
ﾐﾐｽﾞ類､ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴ
ﾋﾞ､ﾐｽﾞﾑｼ､ｻﾜｶﾞﾆ 

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ､ｶﾜﾆﾅ､ｲ
ﾄﾐﾐｽﾞ類､ﾆｯﾎﾟﾝﾖ
ｺｴﾋﾞ､ｻﾜｶﾞﾆ 

付着藻類 

- - - - - - - - 藍藻類ﾋｹﾞﾓ科 
珪藻類ｱｸﾅﾝﾃｽ
科 

藍藻類ｶﾏｴｼﾌｫﾝ科
紅藻類ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ
科 
珪藻類ﾅﾋﾞｸﾗ科 
珪藻類ｱｸﾅﾝﾃｽ科 

藍藻類ｸﾛｵｺｯｸｽ
科 
藍藻類ﾋｹﾞﾓ科 
珪藻類ﾅﾋﾞｸﾗ科 
珪藻類ｱｸﾅﾝﾃｽ科 
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図 8.12.1-4 里山生態系の食物連鎖模式図



 

 8.12.1-11 

3) 地域を特徴づける生態系の注目種の生態、他の動植物との関係及び生

息・生育環境の状況 

① 地域を特徴づける生態系の注目種 

地域を特徴づける「里山生態系」の自然環境類型区分や食物連鎖等をもとに、生態系

の注目種「上位性、典型性、特殊性」を抽出した。なお、その抽出にあたっては、表 8.12.1-3

に示す「注目種の考え方」を参考にした。当該地域の里山生態系の注目種の候補を表

8.12.1-4 から表 8.12.1-6 に示す。 

上位性は「クマタカ」、典型性は「山地-植林」、「山地-二次林」、「タヌキ」、特殊性は

「該当する種及び群集なし」とした。 

 

表 8.12.1-3 注目種の考え方 

区 分 観  点 

上位性 生態系を形成する生物群集において栄養段階の上位に位置する種を対象とする。該当する

種は相対的に栄養段階の上位の種で、生態系の攪乱や環境変動等の影響を受けやすい種が

対象となる。また、対象地域における生態系内での様々な食物連鎖にも留意し、小規模な

湿地やため池等での食物連鎖にも着目する必要がある。そのため、対象地域の環境のスケ

ールに応じて、哺乳類、鳥類等の行動圏の広い大型の脊椎動物以外に、爬虫類、魚類等の

小型の脊椎動物や、昆虫類等の無脊椎動物も対象とする。 

典型性 対象地域の生態系の中で重要な機能的役割をもつ種・群集や、生物の多様性を特徴づける

種・群集を対象とする。 

生物間の相互作用や生態系の機能に重要な役割を担うような種・群集 

1)植物では現存量や占有面積の大きい種・生物群集、 

2)動物では個体数が多い種や個体重が大きい種、個体群 

3)代表的なギルド（同一の栄養段階に属し、ある共通の資源に依存して生活している複数

の種または個体群のこと。） 

生物群集の多様性を特徴づける種や生態遷移を特徴づける種等が対象となる。また、環境

の階層的構造にも着目し、選定する必要がある。 

特殊性 小規模な湿地、洞窟、噴気口の周辺、石灰岩地域などの特殊な環境や、砂泥海底域に孤立

した岩礁や貝殻礁などの対象地域において占有面積が比較的小規模で周囲には見られな

い環境に着目し、そこに生息する種・種群を選定する。該当する種・種群としては特殊な

環境要素や得意な場所の存在に生息が強く規定される種・群集があげられる。 

参考資料：「環境アセスメント技術ガイド 生態系」（平成14年、（財）自然環境保全センター） 
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表 8.12.1-4 注目種の候補－上位性 

上位性 選定理由及び検討材料 

クマタカ 森林性のクマタカは 1年を通して生息し、ノウサギ等の小

型哺乳類、ヘビ等の爬虫類、ヤマドリ等の鳥類を餌とする。

事業実施区域を含む調査範囲及び周辺域で 2 ペアの生息

が確認されるとともに、調査範囲でヘビ等を採餌する個体

が確認されたことから、地域生態系の上位性に該当すると

判断した。 

 

 

表 8.12.1-5 注目種の候補－典型性 

典型性 選定理由及び検討 

山地-二次林 
対象事業実施区域の 16.5％を占めており、当該地域を代

表とする基盤環境といえる。 

山地-植林 
対象事業実施区域の 77.0％を占めており、当該地域を代

表とする基盤環境といえる。 

タヌキ 
雑食性であり、樹林地や草地、水辺など広い範囲を行動圏

としており、地域の生態系の多様性を特徴づけている。 

 

表 8.12.1-6 注目種の候補 

特殊性 選定理由及び検討 

－ 

特異な環境や占有面積が比較的小規模で周辺にはみられ

ない環境に生息する生物など特殊性の観点に該当する種、

群集等はないと判断した。 

対象事業実施区域内の谷底平野-二次草原は、水田跡地に

成立した環境基盤である。遷移の途上にあり特殊性に該当

しない。 

注）「-」：該当項目なし 
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4) 注目種の生態、他の動植物との関係及び生息・生育環境の状況 

① 上位性 

ア） クマタカの生息状況 

調査対象範囲で確認されたクマタカの確認状況は表 8.12.1-7～表 8.12.1-8 に示す

とおりである。平成 21 年～平成 23 年の調査で 3 つがいの生息が確認された。このう

ち、対象事業実施区域に行動圏がかかるつがいは、A つがい及び B つがいである。C

つがいの行動圏は、Aつがいの北側に位置するため、検討から除外する。 

 

表 8.12.1-7 平成 21 年繁殖期の確認状況 

平成 21 年 平成 22 年 つがい 
名称 

齢 性 
11 月 12 月 1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7 月 

総計 

雌 2 1         6 8 2 19 
成鳥 

雄 1 4 1 6   6 8 4   30 A 

 計   3 5 1 6   6 14 12 2 49 

雌           2 1 2   5 
成鳥 

雄       3 1 1 1 1 1 8 B 

計         3 1 3 2 3 1 13 

C 成鳥 不明           1 1     2 

不明 - 1 17 6 3 3 16 19 5 3 73 

合計 4 22 7 12 4 26 36 20 6 137 

 

表 8.12.1-8 平成 22 年繁殖期の確認状況 

平成 22 年 平成 23 年 つがい 
名称 

齢 別 
11 月 12 月 1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7 月 

合計 

雌 1   9 7 5   8 3 1 34 
成鳥 

雄   6 8 5 6 7 5 2 1 40 A 

計   1 6 17 12 11 7 13 5 2 74 

雌 4 3 2   4 6 1   1 21 
成鳥 

雄   4 7 3 1 3 1   2 21 B 

計   4 7 9 3 5 9 2   3 42 

雌         1   1     5 
成鳥 

雄   1     3   1       

幼鳥 不明       4 13 1 1     19 
C 

計     1   4 17 1 3     26 

不明 - 5 15 36 14 46 25 15 2 3 153 

合計 10 29 62 33 79 42 33 7 8 303 
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イ） クマタカの繁殖状況 

平成 21年繁殖期及び平成22年繁殖期の同種の繁殖に関する指標行動は表8.12.1-9

及び表 8.12.1-10 に示すとおりである。また、つがい毎の繁殖状況は以下に示す。 

 

 平成 21 年繁殖期 

A つがいは、求愛期に波状飛翔や交尾が確認された。造巣期以降は V 字飛行、つっ

かかり飛行、重なり飛行状飛行のディスプレイが確認されているが、繁殖の継続を特

徴づける餌運搬、幼鳥も確認されていないことから繁殖行動は中断したものと判断さ

れる。 

B つがいでは、3月まで指標行動が確認されず、以後も繁殖行動がほとんど確認され

ていないことから繁殖には至らなかったと考えられる。 

 

 平成 22 年繁殖期 

A つがいは、5～6月には、雌の長時間のとまりを確認した。後述平成 22 年繁殖期営

巣木探査調査では飛翔状況等から A つがいのものと考えられる巣を確認したが、産座

には多量の綿羽と伸長途中の幼羽が確認された。以上の状況から、同つがいは繁殖に

失敗したと考えられる。 

B つがいは、誇示飛翔と並びとまりを確認したがその他の繁殖にかかわる指標行動

は確認されていない。現地踏査では飛翔状況等から B つがいのものと考える巣を確認

したが、繁殖に係わる痕跡は確認されなかった。 
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表 8.12.1-9 平成 21 年繁殖期の指標行動 

A つがい 

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
とまり 1 1 3 1 1 7
鳴き声
ディスプレイ 2 3 2 7
求愛ディスプレイ 2 2
ペアどまり
交尾（擬似交尾含む） 1 1
攻撃 1 1 2
林内出現 1 1
林内消失 1 1
餌とり
探餌
餌運び
とまり 1 1
鳴き声
ディスプレイ 1 1 2 4
求愛ディスプレイ 2 2
ペアどまり
交尾（擬似交尾含む） 1 1
攻撃 1 1
林内出現 1 1 2
林内消失 1 1
餌とり 1 1 2
探餌 1 1 2
餌運び

総計

雌

雄

性 指標行動
平成21年 平成22年

 

B つがい 

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
とまり 2 2
ペアどまり
鳴き声
ディスプレイ
求愛ディスプレイ 1 1 2
攻撃
林内出現
林内消失
餌とり
探餌
餌運び
交尾（擬似交尾含む）
とまり 1 1 2
ペアどまり
鳴き声
ディスプレイ 1 1 2
求愛ディスプレイ 1 1 2
攻撃 1 1
林内出現
林内消失
餌とり
探餌
餌運び
交尾（擬似交尾含む）

総計

雌

雄

性 指標行動
平成21年 平成22年
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11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
とまり 3 1 4
警戒声
鳴き声（成鳥）
ディスプレイ 2 2
求愛ディスプレイ 1 1
ペアどまり 1 1
交尾（擬似交尾含む）
鳴き声（幼鳥）
攻撃
非攻撃（同種）
林内出現
林内消失 2 1 3
餌とり
探餌
餌運び
とまり 1 1 1 3
警戒声
鳴き声（成鳥）
ディスプレイ
求愛ディスプレイ 1 1
ペアどまり 1 1
交尾（擬似交尾含む）
鳴き声（幼鳥）
攻撃
非攻撃（同種）
林内出現
林内消失 1 1
餌とり
探餌
餌運び

総計

雌

雄

性 指標行動
平成22年 平成23年

 

表 8.12.1-10 平成 22 年繁殖期の指標行動 

    A つがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    B つがい 

 

 

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
とまり 4 2 3 2 11
警戒声
鳴き声（成鳥）
ディスプレイ 1 2 2 5
求愛ディスプレイ 2 2 1 5
ペアどまり 3 3
交尾（擬似交尾含む）
鳴き声（幼鳥）
攻撃
非攻撃（同種）
林内出現
林内消失 2 2 1 1 6
餌とり
探餌
餌運び
とまり 1 1 2 3 1 8
警戒声
鳴き声（成鳥）
ディスプレイ 1 1 2
求愛ディスプレイ 2 2 1 5
ペアどまり 2 2
交尾（擬似交尾含む）
鳴き声（幼鳥）
攻撃
非攻撃（同種）
林内出現
林内消失 1 1 1 3
餌とり
探餌 1 1 2
餌運び

総計指標行動

雌

雄

性
平成22年 平成23年
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ウ） クマタカの行動圏内部構造について 

平成 22 年繁殖期の調査結果より行動圏の内部構造を解析した結果は表 8.12.1-11

及び図 8.12.1-6 に示すとおりである。最大行動圏はいずれのつがいも 11.9k ㎡であっ

た。95％行動圏は A つがいが 8.6 k ㎡、B つがいが 7.3 k ㎡、高利用域は A つがいが

2.8 k ㎡、Bつがいが 3.3 k ㎡であった。行動圏は Aつがいが南北に広がるのに対して

B つがいは東西に広がっている、対象事業実施区域の北西側に行動圏の境界があると

推定される。 

A つがいの行動圏は 95％行動圏が対象事業実施区域の改変区域にかかるものの主な

高利用域は対象事業実施区域より南側にかけて分布している。また、B つがいの行動

圏は、対象事業実施区域は最大行動圏がかかる程度である。 

なお、クマタカ Aつがいの営巣地周辺では樹林の伐採が行われていた。 

 

表 8.12.1-11 内部構造解析結果 

（単位：k㎡） 

つがい名称 
行動圏 

A つがい B つがい 

最大行動圏 11.9 11.9

95％行動圏 8.6 7.3

高利用域 2.8 3.3
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図 8.12.1-6 対象事業実施区域周辺のクマタカの行動圏 

 

補足説明 

※営巣期：巣材運搬から巣立ちまでの期間 非営巣期：営巣期以外の期間 繁殖期求愛行動から幼鳥の独立までの区間 

※本調査では平成 22 年 11 月～翌年 7月まで調査結果を用いて行動圏内部構造を解析している。 
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② 典型性 

ア） 山地-二次林及び、山地-植林 

山地-二次林及び、山地-植林の生物群集は表 8.12.1-12 に示すとおりである。動物

相は、哺乳類では二ウサギ、タヌキ、イタチ、鳥類ではトビ、クマタカ、キジバト、

アオバト、コジュケイ、爬虫類ではカナヘビ、シマヘビ、マムシ、両生類ではヒキガ

エル、タゴガエルなどどちらの環境類型区分にも生息する動物が確認された。 
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表 8.12.1-12 典型性（山地-二次林、山地-植林）の生物群集 

環境区分 樹林環境 

環境 
類型区分 

山地-二次林（優占率 16.5％） 山地-植林（優占率 77.0％） 

植物群落 
アラカシ群落、コナラ群落、アカメガシワ群落、ア
カマツ群落 

スギ・ヒノキ植林、テーダマツ植林 

断面 

  

植物 

アラカシ、コナラ、アベマキ、クヌギ、ソヨゴ、アカメ
ガシワ、ミズキ、ヌルデ、アカマツ、モチツツジ、ヤ
マツツジ、カスミザクラ、コウヤボウキ、ヤマウル
シ、ウリカエデ、コシダ、イチヤクソウ、オオバノト
ンボソウ 

ヒノキ、スギ、テーダマツ、モウソウチク、アセビ、ヒサ
カキ、チャノキ、アラカシ、フユイチゴ、テイカカズ
ラ、ミツバアケビ、シケチシダ、キヨスミヒメワラビ、イ
ノデモドキ、ウラジロ、ナガバジャノヒゲ 

哺乳類 

ニホンリス、ノウサギ、タヌキ、テン、イタチ属 sp、
ニホンイノシシ、ニホンジカ 

コウベモグラ、ヒメネズミ、ニホンリス、ムササビ、ノウ
サギ、タヌキ、テン、イタチ属 sp、アナグマ、アライグ
マ、ニホンイノシシ、ニホンジカ、カモシカ 

鳥類 

トビ、クマタカ、キジバト、アオバト、コジュケイ、ヤ
マドリ、アオゲラ、コゲラ、ヒヨドリ、エナガ、ヒガラ、
ヤマガラ、シジュウカラ、キバシリ、メジロ、イカル、
カケス、カラス類 
サシバ（夏）、キビタキ（夏） 
ハイタカ（冬）、アリスイ（冬）、マヒワ（冬） 

トビ、クマタカ、ツミ、キジバト、アオバト、コジュケイ、
ヤマドリ、オオアカゲラ、コゲラ、フクロウ、ヒヨドリ、ミ
ソサザイ、トラツグミ、エナガ、ヒガラ、ヤマガラ、シジ
ュウカラ、キバシリ、メジロ、カケス、カラス類 
サシバ（夏）、ヨタカ（夏）、ツツドリ（夏）、クロツグミ
（夏）、センダイムシクイ（夏） 
ハイタカ（冬）、アカハラ（冬）、シロハラ（冬）、アオジ
（冬）、クロジ（冬）、マヒワ（冬） 

爬虫類 
カナヘビ、シマヘビ、マムシ トカゲ、カナヘビ、ジムグリ、アオダイショウ、ヒバカ

リ、ヤマカガシ、マムシ 

両生類 ヒキガエル、タゴガエル ヒキガエル、タゴガエル 

昆虫類 

コロギス、クロハサミムシ、エダナナフシ、ハルゼ
ミ、ヒグラシ、ヌノビキオサムシ、ニシオオクロナガ
オサムシ、ミヤマクワガタ、カブトムシ、オオコフキ
コガネ、ノコギリカミキリ、キボシカミキリ、アオスジ
アゲハ、エゴシギゾウムシ、アオスジアゲハ、ムラ
サキシジミ、ミズイロオナガシジミ、ヤママユ、ウン
モンスズメ、オオシマカラスヨトウ 

ヒグラシ、チャバネアオカメムシ、クロシデムシ、ベッ
コウヒラタシデムシ、クチキクシヒゲムシ、センチコガ
ネ、オオスジコガネ、ノコギリカミキリ、ヒメスギカミキ
リ、コウヤホソハナカミキリ、ヒラズネヒゲボソゾウム
シ、キイチビヒョウタンゾウムシ、スギノキエダシャク、
スギドクガ 

クモ類 
ヒシガタグモ、キンヨウグモ、ヤミイロオニグモ、キ
ジロオヒキグモ、ムツボシオニグモ、チュウガタコ
ガネグモ、サガオニグモ、ムツバハエトリ 

ヤマトフクログモ、ムナアカフクログモ、コケオニグ
モ、イヅツグモ、ウデブトハエトリ 

陸産貝類 
ミジンヤマタニシ、ヒダリマキゴマガイ、ニホンケシ
ガイ、ヤクシマヒメベッコウ、コベソマイマイ 

ヤマタニシ、ミジンヤマタニシ、シクチマイマイ、ニッ
ポンマイマイ、コベソマイマイ 

土壌生物 
ヒメミミズ類、カニムシ類、ダニ類、ヤスデ類、コム
カデ類、コウチュウ類、ハエ類、アリ類 

ヒメミミズ類、ダニ類、コムカデ類、コウチュウ類、ハ
エ類、アリ類 

 

コナラ群落 スギ・ヒノキ植林 
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イ） タヌキ 

夜行性で日中は巣穴で休息する。自分では巣穴を掘らず、木の根もとのくぼみ、岩

の割れ目、アナグマの掘ったあなや、住宅地周辺では寺や家の軒下、排水溝を利用す

る。夜間の活動のほとんどは餌探しに費やされる。雑食性で種々の木の実、ドングリ

などの堅果、穀類、トウモロコシ、昆虫、ミミズ、カエル、ヘビ、魚、サワガニ、鳥、

ネズミなどを食べる。春と秋は果実、夏は昆虫類、餌の少ない冬は鳥やムカデ残飯な

どを食べる。 

一夫一妻制で、ため糞場を共同利用する。年に 1回出産し産子数は 1～8子、普通は

4～5子を産む。交尾期は 2月～4月、出産期は 5月～6月、妊娠期間は 59～64 日とさ

れている（参考：日本の動物大百科第 1巻哺乳類Ⅰ（2002 年 3 月、監修日高敏隆）。 

現地調査によるタヌキの確認状況は図 8.12.1-7 に示すとおりである。対象事業実施

区域及びその周辺で生息が確認されており調査対象範囲を主な生息の場としている。 
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図 8.12.1-7 タヌキの確認位置図 



 

 

8.12.1-23 

(5) 予測・環境保全措置及び評価 

生態系に係る環境影響の予測概要は表8.12.1-13に示すとおりである。 

予測は、事業特性及び地域特性において生態系に係る特別な条件等がないことから、

技術指針等において示されているように、生態系への影響を事例の引用または解析によ

り定性的に予測する手法を用いた。 

 

表 8.12.1-13 生態系に係る予測概要 

影響要因 項目 予測事項 予測方法 予測地域 予測対象時期等

工事の実施 

重機の稼動、資材の運

搬に伴う工事用車両の

走行、樹木の伐採・処

理、土地の造成、発破、

地盤改良、工作物の建

設、工事用道路等の建

設による影響 

工事期間中 

存在及び 

供用 

地域を特徴づ

ける生態系の

注目種(上位

性、典型性) 

造成地の存在、工作物

の存在、土地の利用、

工作物の供用・稼働、

関係車両の走行及び緑

化等による影響 

調査結果及び事業計画

を重ね合わせ、環境類型

区分の改変程度を予測

するとともに、それらが

地域を特徴づける生態

系の注目種等の生息生

育に及ぼす影響の程度

を事例の引用若しくは

解析により、定性的に予

測 

調 査 地 域

と同様 

事業活動が定常状態

となる時期 

 

1) 予測内容 

予測内容は以下に示す2項目とした。 

・ 上位性への影響 

・ 典型性への影響 

 

2) 予測対象時期  

予測対象時期は、工事の実施は工事期間中とし、存在及び供用は事業活動が定常状態

となる時期とした。 

 

3) 予測地域  

現地調査範囲と同様の範囲とした。 

 

4) 予測方法 

① 上位性への影響 

上位性への影響は、上位性の注目種（クマタカ）の行動圏と事業計画を重ね合わせて

改変区域と行動圏の位置関係から定性的に予測した。 

② 典型性への影響 

典型性への影響は、環境類型区分の面積の変化を事業計画と環境類型区分図を重ね合

わせて予測した。また、典型性注目種に与える影響は事例の引用から定性的に予測した。 
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5) 予測結果  

① 上位性への影響 

・A つがい 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

Aつがいの行動圏は対象事業実施区域の南側に南北5.25km、東西4.25kmの範囲である。

対象事業実施区域のうち改変区域が 95％行動圏の北端に含まれているが高利用域には

含まれていない。改変区域から巣までの距離は 1.8km 以上離れている。また、同つがい

のとまりが多く見られた範囲は、1km～4km 程度離れている。さらに狩りなどの行動が観

察された範囲は、対象事業実施区域より西側に約 1km 離れた地域である。以上の結果か

ら、同つがいの狩場や営巣中心域は対象事業実施区域から 1km 以上離れていると推定さ

れることから事業実施に伴う影響は少ないと予測される。なお、巣周辺の樹林地は伐採

により減少していることから、行動圏が変化することが予想される。 

 

・B つがい 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

Bつがいの行動圏は対象事業実施区域の西側から東側にかけて南北2.75ｋｍ、東西5.5

ｋｍの範囲であり、対象事業実施区域は最大行動に含まれるものの高利用域には含まれ

ていない。また、改変区域から古巣までの距離は 3km 以上離れていることから事業実施

に伴う Bつがいへの影響はほとんどないと予測される。 

 

② 典型性への影響 

ア） 環境類型区分（山地-二次林、山地―植林）の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

対象事業実施区域内の山地-二次林及び山地植林の変化は表 8.12.1-14 に示すとお

りである。山地-二次林は 1.61ha 減少し、5ha となる。また、山地-植林は 6.52ha 減

少し、24.31ha となる。これらの環境類型区分の変化率は山地-二次林で 4.3％、山地-

植林で 6.52ha となる。なお、対象事業実施区域周辺には同様の環境類型区分が分布し

ており、事業の実施に伴う変化がないことから、この地域の生態系の基盤に与える影

響は少ないと予測される。また、植栽やのり面緑化により、緑被率は約 90％まで回復

することから、これらの生態系の基盤の回復も見込まれる。 

 

表 8.12.1-14 対象事業実施区域内の環境類型区分の変化 

現況 供用後 変化率 

環境類型区分 a 面積 

（ha） 

優占率

（％）

b面積

（ha）

優占率

（％）
a-b（ha）

C=(b-a)/a 

*100（％） 

山地-二次林 6.61  17.7 5.00 13.4 ▲1.61 ▲4.3 

山地-植林 30.83  82.3 24.31 64.9 ▲6.52 ▲17.4 

計 37.44  100.0 29.31 78.3 ▲8.13 ▲21.7 
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イ） タヌキ及びその生息環境に及ぼす影響 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

同種の主な生息地となる山地-植林、山地-二次林は、約 22％減少するが、対象事業

実施区域周辺の環境には変化がない。また、対象事業実施区域及びその周辺は、連続

した同様の環境が残されることから、周辺の環境を広く利用する同種には、樹林地の

減少に伴う影響は少ないと予測される。一方、供用後は、のり面緑化や構内緑化によ

り対象事業実施区域内の緑被率は約 90％に回復することから生息環境の回復も見込

まれる。 

 

【工事の実施】 

重機の稼動、資材の運搬に伴う工事用車両の走行、発破、工作物の建設、工事用道

路等の建設では、工事の実施に伴い、周辺への一時的な逃避が予測されるが、工事の

完了とともに生息が回復すると予測される。また、工事中は作業所などから発生する

残渣に集まることにより、同種の生息環境が攪乱されるなどの影響が予測される。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

工作物の供用・稼働に伴い発生する騒音･振動は、外部への影響は少ないと予測され

るため、生息に及ぼす影響も少ないと予測される。また、進入路や場内では、ロード

キルが予測されるが、進入路は速度規制が行われること、動物注意の道路標識を設置

して運転手に注意を促すことから、ロードキルの影響は少ないと予測される。なお、

供用後は管理所などから発生する残渣に同種が集まることにより、生息環境が攪乱さ

れるなどの影響が予測される。 
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6) 環境保全措置  

① 環境保全措置の検討項目 

環境保全措置の検討項目は表 8.12.3-15 に示すとおりである。 

 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用では、生育環境の変化が予測されるが保

全措置を実施することでさらに影響を軽減できる。従って、保全対策を検討する。 

 

表 8.12.3-15 環境保全措置の検討項目 

環境保全措置 
の検討 項目 予測結果の概要 

工事中 供用後

A つがい：改変区域は高利用域には含まれて
いない。また、改変区域から巣までの距離は
1.8ｋｍ以上離れていることから事業実施に
伴う少ないと予測される。 

○ ○ 

上位性への影響 B つがい：対象事業実施区域は最大行動に含
まれるものの高利用域には含まれていない。
また、改変区域から古巣までの距離は 3km 以
上離れていることから事業実施に伴う B つが
いへの影響はほとんどないと予測される。 

- - 

典型性への影響 

（山地-二次林） 
○ ○ 

典型性への影響 

（山地-植林） 

対象事業実施区域内の山地-二次林及び山
地植林の変化は表 8.12.1-14 に示すとおりで
ある。山地-二次林は 1.61ha 減少し、5ha と
なる。また、山地-植林は 6.52ha 減少し、
24.31ha となる。これらの環境類型区分の変
化率は山地-二次林で 4.3％、山地-植林で
6.52ha となる。なお、対象事業実施区域周辺
には同様の環境類型区分が分布しており、事
業の実施に伴う変化がないことから、この地
域の生態系の基盤に与える影響は少ないと予
測される。また、植栽やのり面緑化により、
緑被率は約 90％まで回復することから、これ
らの生態系の基盤の回復も見込まれる。 

○ ○ 

典型性への影響 

（タヌキ） 

のり面緑化や構内緑化により対象事業実施
区域内の緑被率は約 90％に回復すること及
び対象事業実施区域周辺の樹林地には直接的
な影響は及ばないことから、生息環境に及ぼ
す影響は少ないと予測される。また、工事中
及び供用後の残渣の発生により生息環境が攪
乱されるなどの影響が予測される。 

○ ○ 

注)○：環境保全措置を実施する項目 -：環境保全措置を実施しない項目 
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② 環境保全措置の検討 

工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用により直接的な影響を受ける。 

このため、これらの影響に対して、環境保全措置案の検討、実行可能な技術が取り入

れられているかどうかの検討等により、事業者の実行可能な範囲で環境影響が出来る限

り回避・低減されているかを検証した。 

工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果及び検

証は表 8.12.3-16 から表 8.12.3-18 に示すとおりである。 

 

表 8.12.3-16 生態系（上位性）保全措置の検討項目 

影響 
要因 

影響の種類 環境保全措置 
環境保全措置

の効果 

実施に伴い生ず
る恐れのある他
の環境への影響 

検討結果の経緯等 実効性

工事の
実施 

存在及
び供用 

クマタカ 
（Aつがい） 

繁殖への配慮 継続的な繁殖 
動物、生態系の
が保全される。 

土木工事では、実
施事例も多く、効
果が期待できる。 

○ 

注)○：環境保全措置を実施する項目 

 

 

表 8.12.3-17 生態系（典型性：山地-二次林、山地-植林）保全措置の検討項目 

影響 
要因 

影響の種類 環境保全措置 
環境保全措
置の効果 

実施に伴い生ず
る恐れのある他
の環境への影響 

検討結果の経緯等 実効性 

表土の保全及
び樹木の活用 

典型性の回
復 

植物、動物、水
生生物が保全さ
れる。 

表土に含まれる埋
土種子が発芽・生育
することにより植
生の回復が見込ま
れる。 

○ 

マント群落の
形成 

典型性の保
全 

植物、動物、水
生生物が保全さ
れる。 

改変区域に接する
植生はスギ・ヒノキ
植林及びコナラ群
落であり林縁の環
境変化に強く自然
なソデ群落、マント
群落の形成が見込
まれる。 

- 

工事の
実施 

沈砂池、土砂流
出防止柵等の
設置 

典型性の保
全 

植物、動物、水
生生物が保全さ
れる。 

土木工事では、実施
事例も多く、効果が
期待できる。 

○ 

存在及
び供用 

典型性への影響
（山地-二次林）
（山地-植林） 

造成地及びの
り面の緑化 

典型性の回
復 

植物、動物、水
生生物が保全さ
れる。 

土木工事では、実施
事例も多く、効果が
期待できる。 ○ 

注)○：環境保全措置を実施する項目 -：環境保全措置を実施しない項目 
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表 8.12.3-18 生態系（典型性：タヌキ）保全措置の検討項目 

影響 
要因 

影響の種類 環境保全措置 
環境保全措
置の効果 

実施に伴い生ず
る恐れのある他
の環境への影響 

検討結果の経緯等 実効性 

沈砂池、土砂流
出防止柵等の設
置 

典型性の保
全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 

土木工事では、実施事例
も多く、効果が期待でき
る。 

○ 

低騒音・低振動
型機械の使用 

典型性の保
全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 

土木工事では、実施事例
も多く、効果が期待でき
る。 

○ 

工事関係者への
環境保全の啓発 

典型性の保
全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 

重要種の保全、ごみ管理
の徹底、安全走行等の環
境保全に関する意識が
向上する。 

○ 

大型ボックスカ
ルバートの設置 

典型性の保
全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 

対象事業実施区域及び
その周辺は樹林の連続
性が確保されているこ
と、防護柵の設置により
誘導が図られるため、実
施しない。 

- 

造成地及びのり
面の緑化 

典型性の保

全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 

土木工事では、実施事例
も多く、効果が期待でき
る。また、植栽に食餌木
を加えることで小型哺
乳類の生息環境の回復
が期待される。 

○ 

工事の
実施 

防護柵の設置 
典型性の保

全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 

防護柵を施設周辺に設
置することで施設内で
の接触防止が期待でき
るほか、進入路に設置し
ないことで移動経路を
確保する。 

○ 

野外照明は設置
しない 

典型性の保

全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 
実施設計で対応が可能。 ○ 

存在及
び供用 

典型性への
影響 
（タヌキ） 

施設職員への環
境保全の啓発 

典型性の保

全 

植物、動物、水

生生物が保全さ

れる。 

重要種の保全、ごみ管理
の徹底、安全走行等の環
境保全に関する意識が
向上する。 

○ 

注)○：環境保全措置を実施する項目 -：環境保全措置を実施しない項目 
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③ 検討結果の整理 

実施する環境保全措置の検討及び検証を整理したものを表 8.12.3-19 から表

8.12.3-21 に示す。 

 

表 8.12.3-19 上位性環境保全措置の検討及び検証の整理 

区

分 
項目 検討及び検証内容 

対象となる鳥類 クマタカ（Ａつがい） 

環境影響 繁殖への影響 

環境保全措置の案 

・事後調査を実施して営巣の動向を把握する。 

・営巣地が施工区域に近い場合は工事の実施方法を検討する。 

・事後調査、工事の実施方法については学識経験者の助言を受けなが

ら判断する。 

実施期間 
・工事中：平成 25 年 4月～平成 31 年 3月まで 

・供用後：施設の完成後 2 年間 

実施範囲 ・対象事業実施区域及びその周辺 

実施方法 ・定点観察及び現地踏査 

環境保全

措置の内

容 

実施条件 

・11 月から翌々年 2月まで毎月実施 

・営巣地の特定後、行動圏内部構造の解析を行った結果、影響が少な

い場合は以後の調査は中止する。 

環境保全措置を講じた後の生

息への影響 

・繁殖の推移を把握することができ、事業実施に伴う影響を最小化で

きる。 

環境保全措置の効果 

・繁殖機会の減少の影響を少なくすることができ、個体数の維持、増

加に寄与することができる。 

・地域の健全な生態系を維持することができる。 

環境保全措置の効果の不確実

性の程度 
・営巣地の変化に対応した保全対策を効果的に講じることができる。

環境保全措置の実施に伴って

生じる、周辺環境への影響 
・周辺環境への影響は軽微であると考えられる。 

環境保全措置の課題 ・事後調査及び工事実施体制の確立。 

上
位
性
（
ク
マ
タ
カ
） 

環境保全措置の検証 ・環境保全措置案は事業実施による生息個体減少の最小化が図られる。

 



 

 

8.12.1-30 

表 8.12.3-20 典型性（山地-二次林、山地-植林）環境保全措置の検討及び検証の整理 

影響 

要因 
影響の種類 項目 検討及び検証内容 

表土の保全及

び樹木の活用

造成区域の表土は仮設ヤード等に仮置きし、ビニールシートで覆

い降雨による流出を防止し、造成後は表土として活用を図る。ま

た、伐採する樹木のうち、植栽に利用可能な樹木は、根切り等の

措置を行った後植栽木として利用する。 
工
事
の
実
施 沈砂池、土砂

流出防止柵等

の設置 

沈砂池：調整池工事では、沈砂池を先行して施工することにより、

降雨時の土砂の流出を防止する。また、造成区域周辺に仮設沈砂

池を配置することで土砂流出を防止する。 

土砂流出防止柵：周辺の樹林地への土砂流出を防止すため、板柵

やフトン籠等を設置して樹林を保全する。 

存
在
及
び

供
用 

典型性への影響 
（山地-二次林）

（山地-植林） 

緑化 

緑化は、郷土種により行う。のり面は、播種により直ちに緑化を

図り、表土の流出を防止する。また、造成地における植栽はアカ

マツ、モミ、ケヤキ、コナラ、クリ、アラカシ、ツブラジイ、エ

ゴノキ、マンリョウ等により緑化を図る。 

 

表 8.12.3-21 典型性(タヌキ)環境保全措置の検討及び検証の整理 

影響 

要因 
影響の種類 項目 検討及び検証内容 

沈砂池、土砂

流出防止柵等

の設置 

沈砂池：調整池工事では、沈砂池を先行して施工することにより、

降雨時の土砂の流出を防止する。また、造成区域周辺に仮設沈砂

池を配置することで土砂流出を防止する。 

土砂流出防止柵：周辺の樹林地への土砂流出を防止すため、板柵

やフトン籠等を設置して樹林を保全する。 
低騒音・低振
動型機械の
使用 

造成に伴う騒音･振動では低騒音型建設機械の採用、作業方法の改
善により騒音、振動の低減を図る。また、発破の使用に伴う騒音
は使用する火薬量を低減し、騒音の発生を低減する。 

工
事
の
実
施 

工事関係者へ

の環境保全の

啓発 

ごみの管理、重要種への配慮についてパンフレット等により注意

を喚起する。 

緑化 

緑化は、郷土種により行う。のり面は、播種により直ちに緑化を

図り、表土の流出を防止する。また、造成地における植栽はアカ

マツ、モミ、ケヤキ、コナラ、クリ、アラカシ、ツブラジイ、エ

ゴノキ、マンリョウ等により緑化を図る。 

防護柵の設
置 

防護柵を施設周辺に設置する。また、進入路に設置しないことで
移動経路を確保する。 

野外照明は
設置しない 

野外照明を設置しないことで生息環境の攪乱は防止できると考え
られる。 

存
在
及
び
供
用 

典型性への影響 

（タヌキ） 

施設職員へ
の環境保全
の啓発 

重要種の保全、ごみ管理の徹底、安全走行等の環境保全に関する
啓発活動を行う。 

 

7) 評価結果 

環境保全措置として、「表土の保全及び樹木の活用」、「沈砂池、土砂流出防止柵等の設

置」、「緑化」、「低騒音・低振動型機械の使用」、「工事関係者への環境保全の啓発」、「防

護柵の設置」、「野外照明は設置しない」、「施設職員への環境保全の啓発」を実施する。 

よって、環境への影響は事業者の実行可能な範囲で、回避又は低減が図られていると

評価する。 

 


